
地区研究大会報告 

 名古屋・瀬戸地区 

名古屋・瀬戸地区事務局員 野村 泰平（愛知県立春日井西高等学校） 

 

１ 日時  令和２年 12月１日（火）14:00～16:30（中止） 

      ※オンラインにて変更実施（令和２年 12月 18日～令和３年１月 31日） 

 

２ 会場  愛知県立春日井西高等学校（愛知県春日井市田楽町 1320番地） 

 

３ 講習  「Microsoft Teams を用いたオンライン授業の構築について」 

      講師 口ノ町 由美子（春日井西高校教諭） 

         海野 慎也（春日井西高校臨時的任用講師） 

 

４ 内容・感想 

 今年度はコロナ禍であるため、安全に配慮し、オンラインによる実施となった。参加予定

であった各校の先生方には Microsoft Teams アカウントを発行し、映像による講義と学習

支援システムの体験を受けて頂いた。 

 講師を務めた本校の教務主任である口ノ町教諭は、日頃より本校全生徒の Teams アカウ

ントとオンラインクラスを管理している。今回は研究用クラスを新たに作成し、その中で講

習を行った形である。配信した映像には Teamsの活用法がまとめられており、その内容は、

連絡事項全般、ファイルの共有、課題の配信・提出・返却、アンケート各種、補習の申し込

み、模試受験科目登録等、多岐に渡る。双方向のやり取りであるため、活用にはある程度注

意が必要な点も映像を通して伝えている。課題の配信では、視聴・閲覧のみの課題から、提

出期限付きの課題、クイズ形式の課題まであり、細かな設定が必要となる。生徒の解答に対

してはコメントによるフィードバックを行うことが可能で、個別指導にも対応している。 

総じて、現代における情報機器活用に沿った教育活動に求めるものが Teamsにはあり、各

教員の特色も十分に表現ができるフォーマットであるといえる。 

 

５ 参加者 18名 


